
2018年 2月5日月 
食と農の未来を考える

國學院大學5号館 5202教室会 

　場 〒150-0011　東京都渋谷区東4丁目10-28
Tel.03-5466-0111

1,000円（資料代）参
加
費

有機農業公開セミナー in東京18

主　催／NPO法人有機農業参入促進協議会
後　援／農林水産省、渋谷・環境と文化の会、次代の農と食を創る会

9：30
10：00 ▶10：15
10：15 ▶12：00

13：00 ▶14：30

14：30 ▶14：40
14：40 ▶16：30

17：00 ▶19：00

第1部　基調講演

第2部　事例発表とパネルディスカッション

基 調 講 演

事例発表

パネルディスカッション

S chedule

※発表者は都合により変更する場合があります。　

千葉康伸氏
（NO-RA～農楽～、有機農業参入促進協議会）
武藤一夫氏
（ゆうきの里東和ふるさとづくり協議会）
井村辰二郎氏
（金沢大地）
休憩

◆ コーディネーター
　大江正章氏（コモンズ）
◆ パネラー
　生源寺眞一氏
　事例発表者
　吉野隆子氏
　（オーガニックファーマーズ名古屋）
情報交換会 3,500円
「カフェラウンジ若木が丘」
（國學院大學学術メディアセンター内）

受付
開会式

「食と農の未来を考える」
生源寺眞一氏
（福島大学農学系教育研究組織設置準備室)

10：00 ▶16：30
（9：30より受付）

◆オーガニック・エコ農業を推進する自治体職員
を対象としたフォーラムが、同日、國學院大學
5号館5201教室で、13：30より開催されます。

「食」は人間が生きてくために欠かせま
せん。日本の食料自給率は38％。これで、
食への安全・安心は守れるのでしょうか。
さらに、農業の担い手の高齢化と不足、耕
作放棄地の増加は進む一方です。私たち
は、これからの日本農業の在り方について
もっと関心を持つべきです。
基調講演では、生源寺眞一氏より「食と

農の未来を考える」と題して、これからの日
本の農業を考えるきっかけ、ヒントを、具体的
な現状分析をもとにご提示していただきます。
そして、有機農家の土づくりを中心とした

事例発表をもとに、これからの農業の姿に
ついて、パネルディスカッションを行います。
参加者の皆さんとともに、日本の農業の

現状を踏まえて、これからの農業について
考えていきましょう。

本行事は、平成29年度オーガニック・エコ農産物安定供給体制構築事業（新規参入・定着等促進支援事業）の一環として実施いたします。

有機農業をはじめよう 検索

セ
ミ
ナ
ー
情
報
サ
イ
ト

講　師　紹　介

生源寺眞一氏
しょうげんじ しんいち

　1951年愛知県生まれ。東京大学農学部農
業経済学科卒。農学博士。農林水産省農事試
験場研究員、同北海道農業試験場研究員を
経て、1987年東京大学農学部助教授、1996
年同大学院農学生命科学研究科教授。2011
年4月から2017年3月まで名古屋大学大学
院生命農学研究科教授。これまでに東京大学
大学院農学生命科学研究科長・農学部長、日

本フードシステム学会会長、農村計画学会会長、日本農業経営学会
会長、日本農業経済学会会長、日本学術会議会員、食料・農業・農村
政策審議会会長などを務める。現在、東京大学名誉教授、公益財団
法人生協総合研究所理事長、認定NPO法人樹恩ネットワーク会長、
特定非営利活動法人中山間地域フォーラム会長、地域農政未来塾
塾長など。近年の著書に『農業がわかると、社会のしくみが見えてく
る』家の光協会、『日本農業の真実』ちくま新書、『農業と人間』岩波現
代全書、『農業と農政の視野・完』農林統計出版などがある。
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FAX.0263-92-6622

■ 料金は原則当日いただきますが、所属団体からの振込などにも対応いたします。お問合せください。
■ 連絡なく参加を取り消された場合、受講料など申し込まれた全額を申し受けますのでご了承ください。

2018年1月31日水申込締切

E-mail　office@yuki-hajimeru.net
ウェブサイト 「有機農業をはじめよう！」 （yuki-hajimeru.net）

よりダウンロード可能です。

2018年 2月5日月　於：國學院大學5号館 5202教室（東京都渋谷区）

食と農の未来を考える
有機農業公開セミナー in東京18

代表者
連絡先

事務局への連絡
（あれば）

所属 都道府県

Email

Tel

Fax

参加申込書

ご氏名
ふりがな 公開セミナー

（1,000円）
情報交換会
（3,500円）

以下をご記入願います 参加希望箇所に○印願います

〒390-1401長野県松本市波田5632-1
Tel／Fax : 0263-92-6622   E-mail : office@yuki-hajimeru.net　ウェブサイト ： yuki-hajimeru.net

問い合わせ
申　込　先

NPO法人有機農業参入促進協議会（有参協）事務局

情報交換会を希望される方は必須


